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道路より奥まったところに建物があり、小さい畑と職員手作りの花壇、犬も飼っていて、周りには、みか
んや栗の木、春になると梅や桜の花が開花、季節の木々を植えています、桜の木の下で歌を歌ったり、
おやつを食べたり、ホーム周囲の散歩も常時できます。利用者と季節の野菜も作り種まきから収穫まで
おこない、食卓に。花壇からは季節の花をホールに生けています。職員は理念の「その人らしく」と利用
者の思いや希望を理解しようという姿勢でケアに努めています。母体病院が隣接し、２４時間体制で医
療連携ができていて、医療面でも安心されています。利用者にとって第二の家となるように、持てる力を
発揮できる場面をつくり、やりがいやできた喜びを職員と共に笑顔の絶えないホームを目指しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

平成１２年開設の“グループホーム青葉”は、母体である今野病院の隣に位置している。同敷地内には高齢者マンションもあり、２
４時間の医療連携はもちろんのこと、災害時の協力体制も確立されており、高齢者に安心して暮らして頂ける環境となっている。
平成２２年秋には、介護事業部を中心に、“わいわい秋の祭典”が盛大に催され、太鼓や津軽三味線の演奏などを楽しんで頂い
た。地域の方々との交流を図る機会となり、毎年恒例の行事として、今後も継続して取り組んでいきたいと考えられている。職員
は、毎月行われる町内の班長会に出席し、公園掃除や町内のお祭りにも、積極的に参加されている。ホームの理念である、家庭
的な雰囲気の中で、その人らしくゆったり楽しく自由な生活が送れるよう、ご本人のペースを尊重し、“ご本人がしたいことをして頂
けるよう”ご利用者主体のケアを心がけ、日々取り組みが行われている。昼食はホームの職員が手作りしており、ご利用者の希
望を取り入れた献立はご利用者の楽しみの一つとなっている。嚥下の悪い方には、母体病院の言語聴覚士が週１回訪問して、嚥
下の状態を見守りながら指導助言が行われている。

基本情報リンク先

福岡県大牟田市青葉町１２－１１所在地

平成23年3月22日
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外
部

自
己

7 ○虐待の防止の徹底
月に1回の虐待防止会議を行い、市からの
研修もうけ、虐待防止について学び、入浴
時など利用者の身体の変化を把握していま
す

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

6 ご利用者が不安になられた場合など、職員が側に寄り
添ったり、やさしく抱きしめる等の対応が行われてい
る。転倒防止のための声かけが、危険回避だけでは
なく、ご利用者の行動を阻害しているのではないかと
感じる場面が見られ、管理者が指導を行ったり、過去
の教訓を活かし、勉強会が行われている。

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービス指定
基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

虐待防止会議を行っており、その中で身体
拘束も学んでいます、全職員は身体拘束し
ないケアに意識を高めており、会議などで
話し合い少しの時間でも施錠しない方法も
考えています。

（5） ○身体拘束をしないケアの実践

管理者は、随時市役所の窓口を訪れ、窓口の職員に
状況報告を行っている。市役所の担当者には、運営
推進会議の場で直接相談しており、親身に対応して頂
いている。また、市が実施しているあんしん介護相談
員の訪問やﾍﾙﾊﾟｰ研修の受け入れも行っている。

問題発生時に市の担当者に報告、相談をし
ながら、市の講師から人権、尊厳・虐待防止
の研修にきていただきました

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

5 （4） ○市町村との連携

○事業所の力を活かした地域貢献3
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

実践状況

（1） ○理念の共有と実践

運営推進会議の中で公民館館長、民生委
員の人に、認知症の人の対応など話題にし
ていますが、地域の人々にまでは出来てい
ません

（2） ○事業所と地域とのつきあい

次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自己評価

実践状況

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

毎月班長会に出席し夏祭りは役員として協力、
利用者は祭りに参加、毎月の公園清掃も利用者
と行っています。隣の高齢者マンション住人と
は、庭で会話したり行事の夏祭り、クリスマス会
に参加され交流を図っています。

“地域とのふれあいを大切にしながら”という理念に基づ
き、地域交流の場となるように介護事業部と協働して、地
域の方々をお招きして“わいわい秋の祭典”が行われた。
地域との関係を大切にしながら、ご利用者に“その人らし
くゆったり楽しく”生活していただきたいと、職員全員で
日々取り組みを続けている。

職員の交代もあり、新しい職員に対し
て、ご本人のﾍﾟｰｽを尊重し、ご利用者主
体のｹｱを実践するよう指導が行われて
いる。新任職員の育成に向けた更なる
取り組みに期待していきたい。

朝の申し送り時に全員で唱和し、日々のケ
アの場面でも意識し全職員で話合っていま
す。理念の「地域とのふれあい」の交流場と
なるように、「わいわい秋の祭典」を立案、
開催しました。

1

地域から頼られる施設となるよう、自己研鑽
していきたいと考えられている。また、認知
症について、地域の方々にも理解して頂け
る様、地域の方々も参加できるような勉強
会を行っていきたいと考えている。

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み ２ヶ月に1回、ご家族、市の職員、公民館館長、民生委員
等に参加して頂き、運営推進会議を開催している。職員
から、ﾎｰﾑ行事の様子や避難訓練の状況報告、外部評
価の結果などの報告を行うと共に、認知症の人の対応に
ついて等、活発な意見交換が行われている。出席者か
ら、地域の行事等の情報提供が行われている。

出席者の方のご都合に合わせて、夜間に会議
を開催しており、ご利用者の参加が難しい状況
にある。参加可能な時間帯での開催を検討し
たいと考えている。日中の開催が難しい場合
には、ご利用の意見を職員が代弁する形を取
られてみてはいかがであろうか。

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

会議の中で外部評価結果概要を渡し、説明
しています。職員の外部研修参加や火災警
報器、通報装置の設置、外部より人権、尊
厳、虐待防止の研修をうけサービスの向上
に活かしています

地域のお祭りに参加したり、自治会の活動に積極的に取
り組まれている。公園の清掃等を通して、地域の方々とも
顔見知りの関係が築かれ、法人主催の行事には、地域
の方々が参加して下さり、交流を図っている。年に4回、
“青葉だより”を地域に回覧しており、地域の方にﾎｰﾑで
の生活の様子を知って頂く取り組みを続けている。

2



法人代表及び管理者は、入居者に対する人権を
尊重するために、職員等に対する人権教育、啓発
活動に取り組んでいる

定期の勉強会において人権教育が行われており、２２年
７月には、地域包括支援ｾﾝﾀｰの方を講師にお招きして、
「人権・尊厳」についての研修が行われた。毎週火曜日に
は朝礼が行われ、代表である院長より、「人の嫌がること
はしない、自分の親と思って大切にしなさい」等､職員へ
の指導が行われる時もある。

14 （10） ○人権教育・啓発活動

定期の勉強会の中に人権教育を取り入れ、
本年は市から講師を招き人権を含めた虐待
防止の研修を受けました。

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

12 ○就業環境の整備
管理者は代表者に個々の努力や実績を評
価表で、勤務状態の報告も密にしていて、
研修などの参加ができるような勤務体制に
なっています。

○運営に関する職員意見の反映 自己目標プリントで運営に関する項目を設け、会
議の中でも意見を出し、勉強会の内容や外出支
援の優先、事例発表でケア対応を話し合い、職
員の意見を反映して、バイキングや夕涼み会、
敬老会、クリスマス会内容を決めています

11 （8）
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

運営者は、病院会議や勉強会の他に、月１回の
グループホーム合同会議にて、職員との意見交
換を行っている。行事内容や周辺症状の対応方
法について等、職員から出された意見を尊重し、
日々のケアに活かしている。

年１回、ご利用者、ご家族宛てに無記名ｱﾝｹｰﾄを実施し、
ご意見やご要望の把握に努めている。ご家族面会時にも
ご意見を頂けるよう職員から働きかけを続けている。ｱﾝ
ｹｰﾄの結果やご意見・ご要望を受けた時は、運営推進会
議で報告し、具体的な検討や助言を頂きながら改善に努
めている。

（7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 無記名の利用者、家族アンケートをとり、要望や
意見を出してもらい、外出支援や行事に体を使う
ゲームなどを取り入れ、通院支援を多くしていま
す。あんしん介護相談員の訪問もあっていて、利
用者が話しやすい関係づくりをされています。

自
己

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

10 ご家族アンケートの内容について、
より具体的な意見や要望が伺えるよ
う、質問内容を検討したいと考えて
いる。更なる取り組みに期待してい
きたい。

9 ○契約に関する説明と納得 契約時は利用者や家族から話をよく聞き、
話し合いながら、理解・納得いただいていま
す。改定なども家族に説明・納得していただ
き、解約時もその状況を伝え、理解・納得を
図っています

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

現在、成年後見制度を利用しているご利用者が2名おら
れ、１名の方は現在申請中である。管理者は外部研修に
参加しており、職員へ伝達研修を行うことで、職員全員が
制度の理解に努めている。ご利用者とご家族には、家族
会議を通して資料を配布し、制度の説明を行い、必要に
応じて、母体病院の社会福祉士に相談している。

事業所の勉強会で学んでいて、今年も利用
者の1名が成年後見制度を利用し手続きを
しております

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

事務長や管理者は、職員の募集・採用にあたって、介
護に対する思いがあられる方を採用基準に置いてお
り、幅広い年齢層の職員を採用している。資格取得を
目指している職員には、研修や受験の日程に合わせ
ての勤務調整希望に極力応じる等、職員の自己研鑽
の支援も行っている。

職員の募集、採用に当たっては年齢・性別
の制限は行っていません。職員の特技に合
わせ、園芸・手芸・歌・踊りなど活き活きと勤
務しています。資格修得には勤務調整を行
い応援しています。

（9） ○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにして
いる。また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮
して生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が
十分に保障されるよう配慮している

13



ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援

外
部

○初期対応の見極めと支援

本人と家族からよく話を聞き必要に応じた支
援を見極め、本人に必要な他のサービス利
用も含めた対応に努めています。

19

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
相談や入所時より、困っていること、不安な
こと、求めていること、家族状況などじっくり
話を聞き受け止めて、関係づくりに努めてい
ます。

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

16 ○同業者との交流を通じた向上

○初期に築く本人との信頼関係

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

自
己

15

直接自宅へ行き環境の把握と本人と会話の
中から、不安や困っていることを理解して、
要望なども聞き入れ、ホームにも数回通所
していただき、安心していたでけるように関
係づくりに努めています

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17

○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

管理者を認知症コーディネータ育成研修
に、職員も認知症実践塾や認知症の理解な
どの外部研修を受ける機会を多くし、伝達
講習しながら日々のケアに繋げています。

あんしん介護相談員意見交換会、認知症ケ
ア研究会に参加し意見の交換の場としてい
ます

料理や手芸・畑・昔の歌・昔の話などを教わり、
一人ひとりの特技やできることをしていただく場
面つくり、また頼られ、安心されることで支え、利
用者の自分で出来た時の笑顔、お互い労いや感
謝の言葉で職員も支えられています。

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係

家族が介護をゆだねきりにならないように、
本人の思いや状況を家族に伝え、一緒に支
えられるように働きかけています

21



ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント

実践状況

自己評価 外部評価

実践状況

28 （13） 一部の計画には、医療面に関する専門
用語が多く見受けられることから、ご本
人、ご家族の視点に立って、わかりやす
い表現に置き換えられてみてはいかが
であろうか。

ご利用者、ご家族の意見や要望の他、かかりつけ医や理
学療法士にも助言を頂きながら、計画作成担当者が原案
を作成している。計画には、“買い物”や”お散歩”といっ
た、それぞれのご利用者の生活に沿った内容が記載され
ており、地域資源を活用しながら『地域で暮らす』という視
点が盛り込まれた計画となっている。

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

○チームでつくる介護計画とモニタリング 利用者の希望はあるが、家族との希望と合
わず課題やサービスが難しいことがあり、折
り合いをつけ、本人本位にできるように努め
ています。必要時は医師や理学療法士より
意見をいただいています。

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

27 ○暮らしの現状の把握

入所時や変調があった時などセンター方式
を利用し数日間記録して、その時々に合わ
せて把握しています。

25 （12） ○思いや意向の把握

26
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

ご利用者の思いの把握にはｾﾝﾀｰ方式を活用しており、
夜勤の時やﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの時間を通して、ご利用者とゆっく
り話す機会を作りながら、職員全員で把握に努めている。
明確に意向を表明して頂けないご利用者についても、ご
利用者の表情や行動、何気ない一言から、ご利用者の思
いを汲み取る努力を続けている。

センター方式を使用し、本人の思いや希望を把
握しています。困難な人の場合も根気強く対話
や筆談、些細なことでも把握しています。把握で
きない時は生活歴や趣味などから本人本位にな
るように職員同士で話し合っています。

24 ○関係を断ち切らない取組み 入院となり退所された方のお見舞いに行っ
たり、母体病院入院の人は事業所の祭りや
クリスマス会にも参加されています。亡くな
られた方にも管理者や職員が弔問しており
ます。

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

利用者同士の会話や行動、態度をよく観察
し、揉め事や孤立しないように職員が間に
入り関係が悪くならないようにしています。
またお互いを心配したり、励ましたり、頼りに
されている場面が見受けられます。

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 （11）

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援

○馴染みの人や場との関係継続の支援 利用者の馴染みの人、場所を把握して、連絡し
て本人の希望を伝え、協力体制のもと、以前利
用していた小規模多機能やデイケアに出かけら
れる体制をとっています。また自宅や馴染みや
スーパーにも出かけています。

ご利用者の教え子の方や知人の方が、ホームを訪れ楽し
そうに歓談されている。昔、お店を経営されていた頃の馴
染みのお客様と会える様にと、ご家族が迎えに来て下さ
り、お店でお客様と会話を楽しんで頂いた。職員は馴染み
の人や場との関係を続けられるよう、ご自宅や馴染みの
お店にお連れする等の支援を行っている。

自
己

外
部 次のステップに向けて期待したい内容

本人から聞き取ったり、家族や以前利用し
ていた介護事業所より情報を得てその人の
暮らしかたの把握に努めています。



自己評価 外部評価

次のステップに向けて期待したい内容実践状況 実践状況
自
己

外
部

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 入居時に看取りについて意思を本人や家族
に確認を行っており、看取りを希望されてい
る利用者があります。重度化や終末期は実
際の時期に再度確認するようにしています
が、重度化の時に家族が病院を希望され終
末期の支援はしていません。

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

34 ○入退院時の医療機関との協働
入院時には、本人に関する情報を提供して
います何度か面会も行い、家族には電話に
て状態を聞き、医療機関からの退院連絡時
は一日でも早く退院できるような支援を行っ
ています。

看護職員を配置しており、日々の利用者の
健康管理、状態を把握しており、変化時に
は適切な受診がうけれるようにしています。
夜間でも連絡、対応できる体制になってい
ます。

33 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援 入所時にかかりつけ医の相談をしているが、家
族は往診で診てもらえるので、母体病院を希望
され、緊急時も母体病院の医師に診察してもら
い必要時には協力病院へと適切な医療が受け
れるように支援しています。

ご利用者やご家族からﾎｰﾑの協力医療機関への変更希
望があれば、移行の支援も行っている。ﾎｰﾑは、24時間
を通して母体病院との医療連携が保たれており、昼夜を
問わずご利用者の体調変容に対応できる体制を整えて
いる。通院介助は、職員が行うようにしているが、状況に
応じてご家族に同行して頂いている。

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

31 ○地域資源との協働

行事などはボランティアで、踊りや三味線、
太鼓演奏、吹奏学部演奏など来ていただい
ています。

個別のファイルがあり、変化のある利用者
の記録は共有できていて見直しに生かして
いる

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化30
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

本人や家族の状況にて、職員が通院支援
や衛生消耗品などの買い物支援も行ってい
ます

29 ○個別の記録と実践への反映

「看取りに関する確認書」を基に、管理者から、重度化や
終末期への対応、ﾎｰﾑで対応できる事・できない事を、ご
利用者とご家族に説明し、全てのご利用者、ご家族の意
向を確認した。ﾎｰﾑで看取りを行ったことはないが、ﾎｰﾑ
には「重度化及び看取りに関する指針」を作成しており、
指針に基づき、重度化した場合の対応方法や救急蘇生
法の受講など、職員の教育も行われている。

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる



ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　

次のステップに向けて期待したい内容

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

○食事を楽しむことのできる支援 だご汁やがめ煮などを取り入れ、利用者の希望
を聞きながら献立を決め、畑に作った季節の野
菜を使って調理をし食卓へ、同じテーブルで食事
をし一緒に片付け、食器洗いなどされる。初めて
バイキングをおこない喜ばれました。

朝夕の食事は、母体の病院で調理されているが、昼
食を含め、ご利用者の希望をお聞きしている。ｱﾝｹｰﾄ
の結果、“魚料理がいい”との希望が多く、献立に盛り
込むと共に、旬の料理や郷土料理の提供が行われて
いる。食事の度に、“いただきます”の挨拶をご利用者
に担当して頂いている。

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
何枚も重ね着する利用者には一緒に服を選び、外出
時にはよそ行きに着替え、化粧の支援もしています。
髪染めは職員がおこない、定期的にかかりつけの美
容・理容室へ外出支援したり、出かけられない人は
訪問美容に来ていただいてます。

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 馴染みの関係を築き日々の生活の中で利
用者の思いや希望を言いやすいように、職
員がゆっくりしている時間をつくり、何気ない
ことでも自分で決定できるように、わかり易
い言葉に言い換えたりしています。

○日々のその人らしい暮らし １日の大まかな日程はあるが、遅くまで寝て
いる人、今日は何しましょうかと、体操・歌・
塗り絵など利用者に決めてもらい、家に帰
ると言われた時はついて行き希望に添って
支援しています。

尊厳や人権の研修は受講していて、方言は
使用していますが思いやりの気持ちを持っ
て話しかけるようにしています。忙しい時な
ど大声など対応になっているときがありま
す。

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

38

実践状況

年に2回、消防署の方に来て頂き、夜間を想定した避難
訓練を行っている。敷地内の診療所や薬局の職員、高齢
者ﾏﾝｼｮﾝの職員への災害時の協力依頼を行っており、合
同で訓練を行う等、災害時の協力体制は整えられてい
る。災害時に備えて、３日分の飲料水や非常食等が、母
体病院で準備されている。

大牟田消防署の救急蘇生法基礎講習を２
年に１度受けていて、全職員が応急処置や
救急蘇生法の基礎を身につけております。

自己評価 外部評価

実践状況

36

自
己

○急変や事故発生時の備え

外
部

火災避難訓練は年２回行っており、消防署
にも来てもらい通報、消火、避難訓練を行っ
ていて現実に沿ったかたちの訓練を行い全
職員が身につけるようにしています

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

42 （18）

管理者は、“ご利用者一人ひとりの誇りやﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを大
切に”と、職員への指導を続けてきた。思いやりの気持ち
を持って声かけを行っているが、時に忙しい時間帯など声
が大きくなっている事もあり、職員同士注意することで改
善に努めている。個人情報の管理については、母体病院
での研修に参加し徹底が図られている。

（17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

○災害対策（16）37
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている



毎食後、声かけやひとつずつ行動をゼス
チャーも交え、入れ歯を外せない人や歯磨
きまで、一人ひとりに合わせて介助していて
入れ歯洗浄もしています。嫌がられる人に
はうがいだけでも支援しています。

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

自
己

外
部

自己評価 外部評価

実践状況

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44 ○口腔内の清潔保持

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
朝夕の食事は母体病院からの配食となっていて、昼
は利用者の希望で献立を作り母体病院の管理栄養
士に提出確認、食事量はチェックし水分は食事以外
にもいつでも飲めるようにペットボトルに入れ、好み
により熱めのお茶も渡しています。

ご利用者に入浴を楽しんで頂くために、職員は希望や
好みをお聞きしている。ｼｬﾝﾌﾟｰや洗顔石鹸など､ご利
用者に合わせて準備している。湯温の熱いのを好ま
れる利用者には、順番を早めたり、菖蒲湯、柚子湯な
ど、季節に応じた入浴支援を行っている。

一人ひとりの排泄パターンを把握して、まず
は日中のトイレ誘導介助で自信をつけ居室
でのPトイレ排除やリハビリパンツから綿パ
ンツの少量パットまでの自立支援ができて
います。

○入浴を楽しむことができる支援

45 （19） ○排泄の自立支援 職員は、ﾄｲﾚでの排泄を大切にし、ﾄｲﾚ誘導を行っている
が、誘導の声かけに応じられない場合には、食後の口腔
ｹｱ後、そのままﾄｲﾚへお連れするなどの工夫も行ってい
る。ﾀｲﾐﾝｸﾞが合わず失敗されたご利用者には、そっと側
に寄り添い“大丈夫ですよ”と声かけしながら、すばやく片
付けるなど、羞恥心にも配慮を行っている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

46 朝食に牛乳、ヨーグルトを取り入れ、水分摂
取を多くし、廊下歩行、腹部マッサージ、排
泄パターンをみながら排便誘導、下剤使用
時は医師と相談し状態に合った使用量を指
導していただいています。

○便秘の予防と対応

週３回午後からの入浴を基本とし、希望が
あれば別の日も入浴支援はできる。嫌がら
れる人には、失禁などで気持ち悪い時には
素直に入られるのでそのタイミングを逃さな
いように支援しています。

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

○安眠や休息の支援 一人ひとりの睡眠パターンは把握していて、
休息や就寝の時間に誘導しています。眠れ
ない利用者には、お茶を飲みながらお話し
たり、眠られるまで居室に付き添ったり、添
い寝もしています。

47 （20）

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

48

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

49 ○服薬支援 利用者の薬の手帳があり把握できるように
しています。薬本も常備し、配薬、与薬は職
員２名で確認し、薬変更時は症状の変化を
観察、記録し医療機関へ情報提供していま
す。



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外部評価

実践状況
外
部

自己評価

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

51 （21） ○日常的な外出支援
利用者の希望により即対応していますが、
出来ない時は日時を決めて対応していま
す。遠出では利用者の娘さんが大病で入院
していた久留米大学病院まで面会の支援も
行いました。

職員は、ご利用者の気分転換を図って頂くた
め、週3回～4回は、車でｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞや近くの公
園に出かけている。ﾎｰﾑの畑に日課として散
歩に行かれるご利用者もおられる。四季
折々の外出として、ｺｽﾓｽ見学や紅葉見学な
どの行事も行われている。

お金を持つことが出来る人は、少ない金額
は持たせています、買い物や必要時は本人
に持たせ支払いの支援もしております。

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援

家族の声を聴きたい時には、電話番号を押
し相手が出たのを確認し本人と変わり話さ
れ、耳が遠い人には伝えたい内容を聞き取
り、本人の希望を伝え来てもらうようにして
います。

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 ○電話や手紙の支援

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
玄関では蘭や観葉植物を育て、ホールには
季節の花を生け、季節に合った掲示や飾り
つけをし、季節を感じるようにしています。日
差しが強い時はすだれやよしずで調整して
います。

調理をしながら、ご利用者と職員は楽しそうに会話さ
れている。ご利用者が思い思いの場所で過ごして頂け
るように、ﾘﾋﾞﾝｸﾞ以外の廊下にも、ちょっと腰掛けられ
るｺｰﾅｰが設けてある。ﾘﾋﾞﾝｸﾞには自然の光が取り込
まれ明るく、室温やﾃﾚﾋﾞの音にも配慮され、居心地よく
過ごせるように、職員は気をつけておられる。

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮 使い慣れた箪笥や椅子、仏壇を持ちこま
れ、馴染みの飾りや、自分で作った作品
や、家族・友人との写真などを飾っていま
す。居室が分らない利用者には、ネームプ
レートや写真を飾っています。

ﾍﾞｯﾄ、ｶｰﾃﾝはﾎｰﾑの備えつけである。入居の際、ご家
族に協力頂きご自宅で使っていた、寝具、鏡、写真、
テレビ他、趣味の道具や馴染みの物を持ってきて頂い
ている。ﾍﾞｯﾄで眠れないご利用者にはベットを外し布
団で休んで頂けるよう、ご利用者が過ごしやすいよう
工夫している。

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

○役割、楽しみごとの支援 ほうきでの掃除やモップ掛け、草取り、食器の片
付け、茶碗洗い、台ふき、洗濯物干しやたたみ、
「頂きます」の号令等の役割、ふりかけや佃煮の
買い物、踊り、歌、体操、塗り絵などの楽しみや
近くの散歩など支援しています。

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

廊下の途中や奥に休憩や一人で居たい時
の椅子を置き好きな時に好きな人と座れる
ようにしています。

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

50



次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
ホーム内はバリアフリーで廊下やトイレに手
すりがあります。居室の家具の位置、ベッド
の高さ、ポータブルトイレの位置などをその
人に合わせて設置しています



○ ○

○

○

○

○

○
○

○
○

○
○

○

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の

ⅤⅤⅤⅤ．．．．サービスサービスサービスサービスのののの成果成果成果成果にににに関関関関するするするする項目項目項目項目（（（（アウトカムアウトカムアウトカムアウトカム項目項目項目項目）　　）　　）　　）　　※※※※項目項目項目項目№№№№1111～～～～57575757でででで日頃日頃日頃日頃のののの取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを自己点検自己点検自己点検自己点検したうえでしたうえでしたうえでしたうえで、、、、成果成果成果成果についてについてについてについて自己評価自己評価自己評価自己評価しますしますしますします

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

7063
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

61

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

4. ほとんどいない

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



事業所名：

目標達成計画目標達成計画目標達成計画目標達成計画 作成日： 平成 23 年 3 月 17 日

【【【【目標達成計画目標達成計画目標達成計画目標達成計画】　　　】　　　】　　　】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

1 ４
夜間の会議開催のためご利用者の参加ができて
いない

ご利用者が参加できる運営推進会議の実現 1 ヶ月

2 １０
ご家族アンケートで意見・要望を具体的に把握で
きなかった為、把握しやすいアンケートを作成しケ
アの充実に繋げる

ご家族の意見や要望が反映するアンケートを
作成する 6 ヶ月

3 ２８
一部の計画に医療専門用語が用いられご利用者
や家族にはわかりにくい介護計画となっている

ご利用者や家族の視点に立ったにわかりやす
い表現の介護計画立案

12 ヶ月

4 ２
地域密着型サービス事業者であるが、一部の地
域住民にしかグループホーム青葉を認知症専門
と周知されていない

認知症の専門機関として常に自己研鑽してい
き,地域の方も一緒に学んでいける場の設定 12 ヶ月

5 ヶ月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

(医）今野病院　グループホーム青葉

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

開催時間の検討
推進員の時間の都合で１９時の開催となっていて
利用者の参加がなかなかできない状況であった
が、４月より日中の時間調整ができるようになりご
利用者の参加が可能となった。

アンケート内容がより具体的な意見や内容が伺え
るように、質問内容の検討を家族の方にも相談
し、考えていく

ご利用者の希望や思いの視点で、また家族の思
いや願いも考慮した介護計画
ご利用者や家族へ伝わる、わかりやすい表現の
介護計画作成

広報誌に「認知症について」等を入れ充実させて
いく
介護事業部の一部の研修を地域の方も参加でき
る開かれた研修会とする


